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産業廃棄物の不法投棄等の状況（2023年度）について 
 

 

 

 

    

  

   

〒336-0015 さいたま市南区大字太田窪 2051-2 

TEL.0120-01-2590   FAX.048-886-2817 
ＵＲＬ：www.knights.co.jp 

PFASの小冊子進呈中！ 
PFAS とは PFOS や PFOA などの有機フッ素化合物の総称で、撥水、撥油性を有し、難分解性で安
定しているために、様々な製品に使用されてきました。しかし、その安定性から環境中の 残留性
や生体内への蓄積性が問題視され、国内外で規制の動きがあります。 
当社では、PFAS の規制などに関する情報を小冊子としてまとめ、希望者に進呈いたします。 

環境省は 2024 年 12月 6 日に 2023 年度における産業廃棄物の不法投棄等の状況について 
公開しました。 
年度末時点の不法投棄等の事案残存量に加え、新たに判明した不法投棄等の事案を下記の通り 
公表しています。 
 
（1）2023 度に新たに判明した不法投棄事案 

 ・不法投棄件数  100 件 
 ・不法投棄量   42,000 t 

  内建築系廃棄物（がれき類、建設混合廃棄物、木くず（建設系）、廃プラスチック類 
（建設系）、汚泥（建設系））：72.6％ 
建設系以外廃棄物（汚泥（その他）、木くず（その他）、ガラス・陶磁器くず、繊維くず、 
廃プラスチック類（廃タイヤ））：27.4％  

（2）2023 度に新たに判明した不適正処理事案 
 ・不適正処理件数 121 件 

  ・不適正処理量  50,000 t 
    内建築系廃棄物：79.0％、建設系以外廃棄物：21.0％  
（3）2023 年度末における不法投棄等の残存事案 

 ・残存件数    2,876 件 
 ・残存量     10,112,000 t 

内建築系廃棄物：81.7％、建設系以外廃棄物：18.3％  
 
なおこれらの調査と併せて、全ての残存事案に係る生活環境保全上の支障又はそのおそれ、

個々の残存事案ごとの 2023 年度末時点の、支障等の状況や都道府県等の今後の対応方針に 
関する調査についても、環境省の HPで公表されています。 

 
当社では産業廃棄物分析に長年の実績と豊富な経験があります。詳しくは、当社分析担当者 

（フリーダイヤル 0120-01-2590）までお気軽にお問い合わせください 
 
資料 2024年12月6日付 環境省報道発表資料 
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